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一
、
は
じ
め
に

有
名
な
人
物
に
伝
説
は
つ
き
も
の
と
い
え
よ
う
が
、
少
な

か
ら
ず
そ
の
人
と
な
り
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
情
報
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
本
稿
で
紹
介
す
る
平
賀
源

内
（
一
七
二
八
〜
七
九
）
も
同
様
で
あ
る
。
時
代
の
寵
児
が

獄
死
と
い
う
非
業
の
最
期
を
遂
げ
た
こ
と
も
あ
り
、『
平
賀

実
記
』（
成
立
年
不
明
）な
ど
の
著
作
が
没
後
に
記
さ
れ
た
が
、

虚
実
入
り
交
じ
っ
た
内
容
で
、
こ
れ
を
使
用
し
て
平
賀
源
内

を
評
す
る
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
巷
で
声
高
に
語
ら
れ

る
「
土
用
の
丑
の
日
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
も
同
様
で

あ
る
。
多
く
の
人
が
「
平
賀
源
内
が
作
っ
た
」
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
を
物
語
る
文
献
は
未
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
か
ら
。

「
土
用
の
丑
の
日
」
は
と
も
か
く
、
当
然
の
こ
と
と
認
識

し
て
い
た
事
柄
が
、
こ
ん
に
ち
ま
で
伝
わ
っ
て
き
た
根
拠
の

あ
い
ま
い
な
噂
で
あ
っ
た
と
な
る
と
何
を
信
じ
て
よ
い
の

か
、
困
惑
す
る
人
も
多
か
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
歴
史
的
な
記

載
を
す
る
者
は
い
つ
も
典
拠
が
何
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
る
の
は
、
い
ま
さ
ら
語
る
ま
で
も
な
い
。
逸
話

と
し
て
話
を
終
え
る
の
か
、
は
た
ま
た
事
実
へ
と
昇
格
で
き

る
の
か
。
こ
の
隔
絶
た
る
差
を
埋
め
る
も
の
は
同
時
代
の
信

用
で
き
る
史
料
で
し
か
あ
り
え
な
い
。

こ
れ
ま
で
平
賀
源
内
に
つ
い
て
数
多
の
研
究
が
あ
る
が
、

文
芸
に
偏
っ
た
考
察
ば
か
り
で
本
草
学
者
と
し
て
の
実
像
は

あ
ま
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
自

著
（
１
）

で
も
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
執
筆
に
用
い
た
史

料
の
多
く
は
活
字
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
源
内
お
よ
び
本
草
学

の
研
究
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に
は
こ
れ
ら
を
公
に
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
た
び
平
賀
源
内
が
「
伊

豆
芒
消
御
用
」
と
し
て
伊
豆
船
原
を
訪
問
し
た
こ
と
に
関
す

る
文
書
を
翻
刻
す
る
の
も
そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
で
あ
る
。

す
で
に
平
賀
源
内
が
、「
伊
豆
芒
消
御
用
」
と
し
て
伊
豆

船
原
を
訪
問
し
た
こ
と
は
同
人
の
著
書
『
物
類
品
隲
』（
全

【
翻　

刻
】

平
賀
源
内
の
伊
豆
来
訪
を
伝
え
る
「
鈴
木
家
文
書
」

土　
　

井　
　

康　
　

弘



総合文化研究第 21 巻第 1号（2015.6） ― 59（2）―

六
巻
、
宝
暦
十
三
（
一
七
六
三
）
年
刊
）
な
ど
で
知
ら
れ
て

い
た
。船
原
で
源
内
は
宝
暦
十
一
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、

日
本
に
産
出
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
「
芒
消
」（
硫
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
見
出
し
精
製
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

源
内
が
来
訪
し
た
船
原
の
地
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て

い
た
の
か
に
つ
い
て
は
「
鈴
木
家
文
書
」
の
検
討
を
待
た
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
源
内
の
来
訪
に
よ
り
船
原
で
芒
消
採
集

地
の
利
権
問
題
が
発
生
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
源
内
の
師
田

村
藍
水
（
元
雄
）（
一
七
一
八
〜
七
六
）
が
宝
暦
十
二
年
四

月
か
ら
五
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
に
同
地
を
訪
問
し
た
こ
と

な
ど
を
「
鈴
木
家
文
書
」
は
記
し
て
い
た
。
い
わ
ば
、
見
え

て
い
た
源
内
か
ら
の
立
場
を
月
の
表
側
と
す
れ
ば
、
裏
側
で

あ
る
船
原
で
の
活
動
が
よ
う
や
く
「
鈴
木
家
文
書
」
に
よ
り

明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
「
鈴
木
家
文
書
」
に

よ
り
筆
者
は
研
究
発
表
を
行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
（
１
）（
２
）

（
３
）
、
文
書
は
活
字
化
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
人
の
目
に
触
れ
る

こ
と
も
少
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
い
ま
だ
源
内
の
伊
豆
で

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
著
者
以
外
に
「
鈴
木
家
文
書
」
を
活

用
し
た
研
究
を
目
に
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

本
稿
は
、
平
賀
源
内
が
伊
豆
船
原
を
訪
問
し
た
こ
と
を
伝

え
る
「
鈴
木
家
文
書
」
の
全
文
を
活
字
化
し
、
今
後
の
研
究

に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
掲
げ
る
。
ま
た
、
こ
の
翻
刻

を
通
し
て
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
江
戸
時
代

の
人
物
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
反
応
し
た
の
か
、
歴
史
学
以

外
に
も
こ
の
史
料
を
活
用
す
る
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

二
、「
鈴
木
家
文
書
」
の
「
御
用
留
」
か
ら
み
た
平
賀
源

内
の
伊
豆
船
原
来
訪

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
「
鈴
木
家
文
書
」
を
使

用
し
て
源
内
の
伊
豆
船
原
来
訪
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
き

た
が
、
こ
れ
ま
で
同
家
の
「
御
用
留
」
と
い
う
べ
き
史
料
に

つ
い
て
は
活
用
し
て
こ
な
か
っ
た
。「
御
用
留
」
に
は
源
内

来
訪
を
伝
え
る
二
か
所
の
部
分
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
注
目

に
値
す
る
。
そ
の
た
め
、
資
料
１
（
図
１
、
図
２
）
と
し
て

本
稿
で
紹
介
し
、
検
討
を
加
え
た
い
。

（
資
料
１
）

一
、
当
村
湯
場
よ
り
芒ぼ

う
し
や
う消

と
い
ふ
薬
種
御
尋
と
し
て
、
田
村

元
雄
門
人
平
賀
源
内
様
、
韮
山
役
所
御
手
代
柏
木
直
左
衛

門
様
御
差
添
御
出
、
湯
花
を
取
御
製
法
被
成
、
吉
奈
七
平

方
御
宿
ニ
て
江
戸
へ
御
下
し
被
成
候

宝
暦
十
二

（
マ
マ
）

年
巳
十
二
月
廿
日
御
出
、
廿
八
日
修
善
寺
村
御

出
立
、
方
々
湯
場
を
御
廻
り
被
成
候

右
湯
御
用
ニ
付
、
村
分
彦
右
衛
門
江

之
出
入
有
之
所
、
彦

右
衛
門
先
祖
四
代
先
徳
入
と
申
者
、
普
請
湯
ば
へ
致
し
候

節
、
出
入
ニ
而

村
分
ニ
相
定
村
方
へ
証
文
取
置
申
候
、
正

徳
四
年
午
十
月
六
日
と
申
書
付
也
、
今
宝
暦
十
二
年
壬

午

迄
四
十
九
年
立
、
右
証
文
平
左

（
マ
マ
、右
カ
）

衛
門
ニ
有
、
証
文
預
り

源
右
衛
門
方
へ
取
置
也
、
午
ノ
正
月

平賀源内の伊豆来訪を伝える「鈴木家文書」
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上
記
資
料
１
か
ら
は
、
吉
奈
村
の
七
平
宅
に
宿
泊
し
て
い

た
源
内
ら
一
行
が
、
船
原
に
宝
暦
十
一
年
十
二
月
二
十
日
以

降
に
や
っ
て
き
て
、
二
十
八
日
に
修
善
寺
か
ら
方
々
の
湯
場

を
ま
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
源
内
が
帰
っ
た
後
、
師

の
田
村
藍
水
（
元
雄
）
が
船
原
を
訪
問
し
た
の
は
五
月
十
七

日
で
あ
る
こ
と
を
、
同
じ
く
鈴
木
家
の
「
御
用
留
」
で
は
下

記
の
資
料
２
（
図
３
）
の
よ
う
に
伝
え
る
。

（
資
料
２
）

一
、
右
湯
場
ニ
而

芒ぼ
う
し
や
う消

御
用
ニ
付
、
午
ノ
五
月
十
七
日
田
村

元
雄ゆ

う

様
と
申
仁
御
出
、
則
地
頭
屋
敷
よ
り
田
村
直
左
衛
門

様
と
申
仁
御
出
、
五
月
十
七
日
よ
り（

２
字
ほ
ど
ア
キ
）

　
　

御
吟
味
御
製
法

伝
授
被
遊
、
次
郎
左
衛
門
、
源
右
衛
門
、
彦
右
衛
門
、
長

左
衛
門
、
伊
兵
衛
、
五
兵
衛
、
平
右
衛
門
、
右
七
人
へ
御

授
へ
被
成
候

一
、
右
田
村
御
弟
子
、
小（

カ
）

通
長
と
申
御
仁
も
御
出
被
成
候

上
記
資
料
２
は
、
後
述
で
翻
刻
す
る
「
鈴
木
―
第
十
二
号
」

に
も
見
え
る
よ
う
に
田
村
藍
水
（
元
雄
）
が
船
原
で
七
名
の

人
物
に
芒
消
の
作
り
方
を
伝
授
し
、「
小（

カ
）

通
長
」
な
る
弟

子
を
同
行
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
唯
一
の
史
料
と
し
て

重
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
藍
水
は
江
戸
に
帰
っ
た
の

ち
、
村
へ
の
お
礼
を
兼
ね
た
書
簡
を
あ
て
て
い
た
こ
と
が
、

後
掲
「
鈴
木
―
第
十
七
号
」
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
。

な
お
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
行
っ
た
発
表
を
補
完
す

る
も
の
で
あ
り
、
作
成
に
あ
た
り
「
鈴
木
家
文
書
」
を
所
蔵

さ
れ
る
鈴
木
郷
平
氏
に
は
、
格
別
な
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た

こ
と
を
明
記
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
を
掲
載
す
る
に
あ

た
り
、
小
島
智
恵
子
先
生
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と
を
明

記
し
て
お
き
ま
す
。

三
、
注
と
参
考
文
献

（
１
）
土
井
康
弘
『
本
草
学
者　

平
賀
源
内
』
講
談
社
、

２
０
０
８
年
２
月
。

（
２
）
土
井
康
弘
、
大
沢
眞
澄
、
武
内
博
「
平
賀
源
内
と
芒

消
―
伊
豆
鈴
木
家
文
書
を
中
心
と
し
て
―
」『
科
学
史

研
究
』
１
８
２
号
、
71
〜
80
頁
、
１
９
９
２
年
６
月
。

（
３
）
土
井
康
弘
「
本
草
学
者　

平
賀
源
内
〜
伊
豆
で
の
活

動
を
中
心
と
し
て
〜
」「
ま
ん
で
が
ん
源
内
塾
」
第
二

期
第
３
回
（
平
成
26
年
８
月
24
日
）
於
平
賀
源
内
記

念
館
。

四
、
凡
例

①
本
稿
は
、
鈴
木
郷
平
氏
が
所
蔵
す
る
文
書
の
う
ち
、
伊
豆

船
原
に
平
賀
源
内
が
来
訪
し
た
こ
と
を
伝
え
る
一
紙
物
の

文
書
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
活
字
文
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
原
本
に
忠
実
に
な
る
よ
う
に

心
が
け
た
が
、
基
本
的
に
常
用
漢
字
を
使
用
し
、
異
体
字

は
本
字
に
、
仮
名
は
現
行
の
も
の
に
改
め
た
。
そ
の
際
、

平賀源内の伊豆来訪を伝える「鈴木家文書」
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姓
名
に
つ
い
て
は
新
旧
い
ず
れ
の
文
字
を
使
用
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
は
判
別
で
き
な
い
の
で
、
文
書
通
り
に
翻
刻

し
た
。
ま
た
、
本
文
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
を
参
照
し
、

適
時
句
読
点
を
加
え
た
こ
と
も
明
記
し
て
お
く
。

③
原
本
に
お
い
て
誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、
訂
正
す
る
と

と
も
に
注
記
し
た
。

④
史
料
を
指
示
す
る
に
あ
た
り
、「
鈴
木
‐
第
○
号
」
な
ど

の
よ
う
に
番
号
を
付
し
た
。

⑤
同
様
の
文
面
が
存
在
す
る
際
に
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、

原
則
と
し
て
一
方
の
み
を
翻
刻
し
た
。

⑥
翻
刻
す
る
史
料
の
う
ち
、
特
に
重
要
だ
と
判
断
し
た
も
の

は
写
真
版
を
掲
載
し
た
。

五
、
本
文

﹇
鈴
木
―
第
一
号
﹈

（
端
裏
書
）
下
書
、
此
本
書
之
義
ハ
平
右
衛
門
方
ニ
有
之
候

（
本
文
）

　
　
　
　
　
　
　

相
渡
申
一
札
之
事

一
、
先
年
よ
り
村
中
之
湯
ニ
紛
無
御
座
候
所
ニ
、
此
度
私
儀

意
き（

２
字
ほ
ど
ア
キ
）

　
　

申
候
上
、
村
中
之
衆
中
湯
屋
之
儀
不
為
申
、
湯

走
先
年
之
野
湯
通
り
ニ
可
仕
候
段
御
尤
ニ
奉
存
候
所
ニ
、

当
村
福
泉
寺
同
隠
居
御
両
僧
様
下
舟
原
村
仁
左
衛
門
殿
、

右
衆
中
頼
名
主
組
頭
衆
中
ヘ
ハ
不
及
申
、
惣
百
姓
中
迄
御

わ
び
申
、
早
速
何
れ
も
御
か
つ
て
ん
被
成
候
故
一
入
忝
奉

存
候
、
湯
屋
普
請
ふ
き
替
之
節
ハ
先
年
之
通
何
れ
も
御
て

つ
た
い
、
若
留
湯
之
者
御
座
候
ハ
ヽ
、
其
之
代
金
右
御
定

之
通
り
村
中
へ
出
し
可
申
候
、
尤
湯
治
人
之
義
ハ
村
中
之

内
何
方
ニ
落
付
候
共
、
少
も
か
ま
い
無
御
座
候
、
湯
之
儀

ニ
付
意
ぎ
な
る
儀
申
候
ハ
ヽ
、
何
か
様
ニ
も
村
中
思
召
次

第
ニ
可
被
成
候
、
為
後
日
証
人
を
立
一
札
仍
而

如
件

 

上
舟
原
村
本
人　

徳
入　
　
　

印

 

一
門　

安
右
衛
門　

印

 

　
　
　
　

同
断　

伊
左
衛
門　

印

 

下
舟
原
村
立
会　

仁
左
衛
門　

印

 

上
舟
原
村
同　
　

福
泉
寺　
　

印

　
　
　

正
徳
四
年

　
　
　
　
　
　

  

午
十
月
六
日

　
　
　
　
　
　

名
主

　
　
　
　
　
　

組
頭

　
　
　
　
　
　

惣
百
姓
中

﹇
鈴
木
―
第
二
号
﹈

　
　
　
　
　

差
上
申
一
札
之
事

一
、
此
度
平
賀
源
内
様
、
芒
消
為
御
尋
御
越
被
成
候
ニ
付
為

御
案
内
御
出
、
私
共
被
為
立
寄
御
取
集
、
其
上
御
製
法
被

成
候
所
ニ
、
芒
消
ニ
紛
無
御
座
候
段
被
仰
聞
、
依
之
右
吹

出
し
候
湯
場
ハ
村
中
持
ニ
有
之
候
哉
、
又
ハ
百
姓
壱
人
之

所
持
ニ
有
之
候
哉
、
御
尋
ニ
御
座
候

此
義
ハ
古
来
よ
り
彦
右
衛
門
と
申
百
姓
之
持
高
ニ
入
候

居
屋
ニ
而

、
近
所
ニ
有
之
候
田
畑
迄
も
彦
右
衛
門
囲
之

内
ニ
御
座
候
へ
ハ
、
以
来
村
中
之
百
姓
共
相
障
候
義
も
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無
御
座
候
間
、
右
之
段
源
内
様
へ
申
上
候
通
相
違
無
御

座
候

右
之
通
平
賀
源
内
様
御
尋
ニ
付
、
申
上
候
趣
少
も
相
違
無

御
座
候
所
、
為
其
印
形
差
上
申
候
、
以
上

　
　
　

巳
十
二
月　

間
部
玄
蕃
知
行
所

 

上
舟
原
村　

名
主　
　

源
右
衛
門

 

組
頭　
　

五
兵
衛　

 

百
姓
代　

平
右
衛
門

　
　

江
川
太
郎
左
衛
門
様
御
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
木
直
左
衛
門
様

﹇
鈴
木
―
第
三
号
﹈

　
　
　

差
出
申
一
札
之
事

此
度
芒
消
為
御
用
、
平
賀
源
内
様
、
韮
山
御
役
所
柏
木
直
左

衛
門
様
御
出
被
遊
、
湯
屋
御
尋
御
座
候
所
、
村
方
ニ
而

ハ
古

来
よ
り
村
せ
ん
そ
く
湯
と
申
上
候
所
ニ
、
我
等
義
ハ
手
前
所

持
仕
候
様
ニ
申
上
候
ニ
付
、村
役
人
中
請
書
ニ
差
支
候
ニ
付
、

若
御
地
頭
所
よ
り
御
吟
味
御
座
候
ハ
ヽ
此
段
申
訳
ケ
可
仕

候
、
ケ
様
ニ
我
等
所
持
ニ
申
上
候
故
ハ
、
如
何
様
成
ル
義
御

座
候
共
村
方
役
人
中
へ
御
苦
労
掛
ケ
申

（
マ
マ
、「
間
」欠
カ
）

敷
候
、
為
後
日
一
札

如
件

上
舟
原
村　
　
　

　

宝
暦
十
一
年
巳
十
二
月 

彦
右
衛
門

　
　
　
　
　

名
主

　
　
　
　
　

組
頭　
　

中

　
　
　
　
　

百
姓
代

﹇
鈴
木
―
第
四
号
﹈

　
　
　
　

乍
恐
口
上
書
を
以
奉
願
上
候

一
、
先
達
而

御
注
進
申
上
候
薬
種
御
用
御
役
人
衆
中
様
湯
場

へ
御
出
被
遊
御
尋
御
座
候
ハ
、湯
坪
之
義
ハ
村
分
ニ
候
や
、

又
ハ
彦
右
衛
門
地
内
ニ
候
や
と
御
尋
御
座
候
ニ
付
、
組
頭

傳
兵
衛
、
百
姓
平
右
衛
門
、
次
郎
左
衛
門
申
上
候
ハ
、
湯

坪
之
儀
ハ
古
来
よ
り
村
方
せ
ん
そ
く
湯
ニ
而

修
覆
等
迄
村

方
ニ
而

仕
候
、
近
所
田
畑
之
儀
ハ
彦
右
衛
門
所
持
ニ
御
座

候
と
申
上
置
候
所
ニ
、
其
節
彦
右
衛
門
他
出
仕
、
翌
日
吉

奈
村
御
宿
江

罷
出
、
右
御
役
人
衆
様
江

申
上
候
ハ
、
田
畑
之

義
ハ
不
申
及
ニ
湯
場
迄
も
手
前
支
配
と
申
上
候
ニ
付
、
御

尤
ニ
も
思
召
御
座
候
や
、
彦
右
衛
門
口
上
之
趣
を
直
ニ
御

薬
種
御
差
上
被
遊
候
節
相
添
御
差
上
被
遊
候
由
、
其
翌
日

村
方
名
主
百
姓
代
被
召
出
被
仰
渡
候
ハ
、
古
来
よ
り
湯
場

之
儀
も
彦
右
衛
門
地
内
と
申
ニ
付
、
其
趣
申
上
候
間
請
印

仕
差
上
候
様
ニ
と
請
書
御
認
被
仰
渡
候
ニ
付
、
古
来
之
儀

存
不
申
、
名
代
斗
ニ
而

一
両
年
此
方
之
名
主
百
姓
代
無
何

心
御
請
印
形
仕
罷
帰
り
候
て
、
組
頭
年
寄
共
へ
申
聞
し
候

故
、
驚
入
、
其
翌
日
組
頭
五
兵
衛
、
百
姓
次
郎
左
衛
門
、

名
主
百
姓
代
ニ
差
添
罷
出
御
願
申
上
ハ
、
此
儀
ハ
古
来
よ

り
村
湯
ニ
而

御
地
頭
所
江

も
村
差
出
し
ニ
書
上
申
候
様
ニ

段
々
申
訳
ケ
仕
候
へ
共
、
最
早
平
賀
源
内
様
御
内
見
ニ
も

入
候
義
、
書
替
と
申
ハ
何
分
難
成
、
又
々
組
頭
印
形
を
も

可
仕
由
被
仰
付
、
其
上
被
仰
渡
候
ハ
彦
右
衛
門
義
ハ
手
前

平賀源内の伊豆来訪を伝える「鈴木家文書」



総合文化研究第 21 巻第 1号（2015.6） ― 55（6）―

湯
と
申
、
其
方
立
ハ
村
湯
と
申
、
彼
是
申
候
而

ハ
急
御
用

御
間
合
不
申
、
先
ハ
組
頭
印
形
仕
其
上
相
願
候
筋
有
之
候

ハ
ヽ
、
来
春
又
々
御
吟
味
可
有
之
候
間
其
節
相
願
可
申
、

今
更
御
用
先
キ
ニ
差
向
彼
是
と
申
書
替
等
仕
候
而

ハ
、
我

等
不
吟
味
ニ
も
平
賀
源
内
様
思
召
も
如
何
ニ
御
座
候
間
、

印
形
相
添
可
申
段
柏
木
直
左
衛
門
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
御

大
切
之
急
御
用
殊
ニ
御
出
立
前
ニ
も
御
座
候
得
ハ
、
無
是

非
組
頭
印
形
を
も
仕
差
上
申
候
、
尤
村
湯
と
申
て
も
又
ハ

彦
右
衛
門
分
と
申
候
而

も
御
用
之
儀
ニ
候
得
ハ
、
何
れ
彼

是
申
筋
ハ
少
も
無
御
座
候
得
共
、
古
来
よ
り
村
湯
ニ
而

野

湯
ニ
有
之
候
所
ニ
村
方
ニ
而

取
立
、
其
後
彦
右
衛
門
三
代

先
キ
之
徳
入
と
申
者
湯
場
へ
普
請
仕
候
得
共
、
彦
右
衛
門

持
高
ニ
ハ
入
不
申
御
除
地
ニ
而

候
得
ハ
、
御
殿
様
御
湯
ニ
而

村
中
持
ニ
御
座
候
、殊
ニ
村
中
ニ
も
右
徳
入
普
請
仕
ニ
付
、

慥
成
ル
書
印
候
証
語

（
マ
マ
）

も
御
座
候
所
ニ
、
彦
右
衛
門
所
持
と

申
ハ
得
其
意
不
申
候
間
、
被
召
寄
急
々
ニ
御
吟
味
成
し
被

下
候
様
ニ
奉
願
上
候

右
組
頭
印
形
差
支
候
而

ハ
急
御
用
御
間
ニ
合
不
申
候
ニ
付
、

彦
右
衛
門
よ
り
書
付
出
し
候
ハ
ヽ
印
形
可
仕
と
申
、
一
札

取
置
申
候
ハ
御
地
頭
所
よ
り
如
何
様
成
ル
御
吟
味
御
座
候

共
申
訳
ケ
可
仕
、
又
ハ
如
何
様
之
義
御
座
候
共
、
村
方
役

人
中
へ
苦
労
掛
ケ
申
間
敷
と
申
書
付
取
置
申
候

一
、
御
屋
鋪
様
江

差
上
申
候
、
村
差
出
し
ニ
出
湯
之
義
書
入

申
候
や
、
其
節
名
主
方
相
尋
候
得
共
相
見
へ
不
申
、
此
義

奉
承
度
御
座
候
間
御
申
越
被
下
候
様
ニ
奉
願
上
候

伊
豆
国
田
方
郡　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

宝
暦
十
一
年　
　
　
　

上
船
原
村

　
　
　
　

巳
十
二
月
晦
日 

名
主　
　

源
右
衛
門　
　

印

 

組
頭　
　

五
兵
衛　
　
　

印

 

同
断　
　

傳
兵
衛　
　
　

印

 

惣
百
姓
代　
　
　
　
　
　
　

平
右
衛
門　
　

印

 

長
百
姓　
　
　
　
　
　
　
　

次
郎
左
衛
門　

印

　
　
　
　

塩
谷
平
蔵
様

　
　
　
　

田
村
久
三
郎
様

　
　
　
　

瀧
田
喜
兵
衛
様

　
　
　
　

田
川
宗
治
様

﹇
鈴
木
―
第
五
号
﹈

　
　
　
　

乍
恐
口
上
書
を
以
奉
御
願
上
候

一
、
去
暮
御
薬
種
為
御
尋
、
平
賀
源
内
様
、
柏
木
直
左
衛
門

様
当
村
湯
場
迄
被
遊
御
越
御
尋
御
座
候
者

、
湯
屋
田
畑
之

儀
ハ
村
分
ニ
候
哉
又
ハ
彦
右
衛
門
分
ニ
候
哉
と
御
尋
御
座

候
ニ
付
、
組
頭
百
姓
之
内
罷
出
申
上
候
ハ
、
湯
坪
湯
屋
之

儀
ハ
村
分
ニ
而

修
覆
等
迄
村
中
ニ
而

仕
、
近
所
田
畑
之
儀
ハ

彦
右
衛
門
分
ニ
御
座
候
と
申
上
候
所
ニ
、
其
節
彦
右
衛
門

他
出
仕
候
而

、
翌
日
吉
奈
村
御
宿
へ
罷
出
手
前
所
持
と
申

上
候
由
、
依
之
其
翌
日
名
主
印
形
持
参
可
致
段
彦
右
衛
門

ニ
被
仰
付
候
ニ
付
、
百
姓
代
差
添
罷
出
候
所
ニ
、
右
彦
右

衛
門
口
上
ニ
申
上
候
通
り
御
請
書
御
認
被
遊
、
請
印
可
仕

段
被
仰
付
候
ニ
付
、
印
形
仕
罷
帰
り
組
頭
年
寄
へ
申
聞
候
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ニ
付
、
驚
入
候
者

、
古
来
よ
り
湯
坪
湯
屋
之
儀
ハ
村
分
ニ

紛
無
之
、
田
畑
之
儀
ハ
彦
右
衛
門
分
ニ
候
得
共
、
古
来
よ

り
村
洗
足
湯
ニ
而

野
湯
之
時
分
よ
り
村
方
ニ
而

支
配
仕
候
所

ニ
、
彦
右
衛
門
分
と
申
上
候
ハ
無
調
法
成
ル
儀
申
上
候
、

依
而

早
速
組
頭
年
寄
御
宿
へ
罷
出
、
柏
木
直
左
衛
門
様
江

奉

御
願
上
候
ハ
、当
村
名
主
百
姓
代
之
儀
ハ
去
年
よ
り
相
勤
、

殊
ニ
無
調
法
者
共
ニ
而

名
代
斗
り
、
古
来
之
儀
ハ
一
向
存

不
申
御
請
印
仕
差
上
申
候
得
共
、
古
来
よ
り
村
湯
ニ
紛
無

御
座
候
段
奉
御
願
上
候
所
ニ
、
最
早
平
賀
源
内
様
御
内
見

ニ
も
入
候
儀
、
殊
ニ
彦
右
衛
門
ハ
手
前
湯
と
申
、
名
主
百

姓
代
迄
印
形
仕
候
而

彼
是
申
候
ハ
不
埒
、
御
大
切
成
ル
御

用
先
キ
ニ
向
御
差
支
ニ
も
相
成
り
候
間
、
組
頭
印
形
を
も

相
済
候
而

相
願
候
筋
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
来
春
ニ
も
至
り
相

願
可
申
段
被
仰
渡
候
ニ
付
、
御
尤
至
極
と
奉
存
無
滞
り
組

頭
印
形
を
も
仕
差
上
申
候
、
尤
何
れ
之
湯
と
申
候
而

も
御

用
之
儀
ニ
御
座
候
得
ハ
、
少
も
相
滞
り
申
儀
ハ
無
御
座
候

得
共
、
古
来
よ
り
村
湯
ニ
紛
無
之
、
殊
ニ
彦
右
衛
門
先
祖

徳
入
と
申
者
湯
場
へ
普
請
仕
候
節
、
村
方
へ
取
置
申
候
慥

成
ル
書
印
候
証
拠
も
御
座
候
所
、
彦
右
衛
門
分
と
名
主
百

姓
代
申
上
候
ハ
重
々
無
調
法
成
ル
儀
申
上
候
ニ
付
、
村
方

合
点
不
仕
御
地
頭
所
迄
も
申
訳
ケ
無
之
、
何
共
右
両
人
難

儀
至
極
仕
候
、
何
卒
御
慈
悲
を
以
村
分
御
請
書
ニ
御
引
替

成
し
被
下
候
様
ニ
偏
ニ
奉
御
願
上
候
、
以
上

間
部
玄
蕃
知
行
所
上
船
原
村　
　
　
　
　

　
　

宝
暦
十
二
年 

名
主　
　

源
右
衛
門　
　
　

印

　
　
　
　
　

午
正
月 

組
頭　
　

五
兵
衛　
　
　
　

印

 

百
姓
代　

平
右
衛
門　
　
　

印

 

長
百
姓　

次
郎
左
衛
門　
　

印

　

江
川
太
郎
左
衛
門
樣

　
　
　
　
　
　

韮
山
御
役
所

﹇
鈴
木
―
第
六
号
﹈

（
端
裏
書
）
上
書
下
書

（
本
文
）

　
　
　
　

乍
恐
口
上
書
を
以
奉
御
願
上
候

一
、
去
暮
御
薬
種
為
御
尋
、
平
賀
源
内
様
、
柏
木
直
左
衛
門

様
当
村
湯
場
迄
被
遊
御
越
御
尋
御
座
候
ハ
、
湯
屋
田
畑
之

儀
ハ
村
分
ニ
候
哉
又
ハ
彦
右
衛
門
分
ニ
候
哉
と
御
尋
御
座

候
付
、
組
頭
百
姓
之
内
罷
出
申
上
候
ハ
、
湯
坪
湯
屋
之
儀

者

村
分
ニ
而

修
覆
等
迄
村
中
ニ
而

仕
、
近
所
田
畑
之
儀
ハ
彦

右
衛
門
分
ニ
御
座
候
と
申
上
候
所
ニ
、
其
節
彦
右
衛
門
他

出
仕
候
ニ
付
、
翌
日
吉
奈
村
御
宿
へ
罷
出
手
前
所
持
と
申

上
候
由
、
依
之
其
翌
日
名
主
印
形
持
参
可
致
候
段
彦
右
衛

門
ニ
被
仰
付
候
ニ
付
、
百
姓
代
差
添
罷
出
候
所
ニ
、
右
彦

右
衛
門
口
上
ニ
申
上
通
り
御
請
書
御
認
被
遊
、
請
印
可
仕

段
被
仰
付
候
ニ
付
、
印
形
仕
罷
帰
り
組
頭
年
寄
へ
申
聞
候

ニ
付
、
驚
入
候
者

、
古
来
よ
り
湯
坪
湯
屋
之
儀
も
村
分
ニ

紛
無
之
、
尤
田
畑
之
儀
ハ
彦
右
衛
門
分
ニ
候
得
共
、
古
来

よ
り
村
洗
足
湯
ニ
而

野
湯
之
時
分
よ
り
村
方
ニ
而

支
配
仕
候

所
ニ
、彦
右
衛
門
分
と
申
上
候
ハ
無
調
法
成
ル
義
申
上
候
、

依
而

早
速
組
頭
年
寄
御
宿
へ
罷
出
、
柏
木
直
左
衛
門
様
江

奉

御
願
上
候
ハ
、当
村
名
主
百
姓
代
之
儀
ハ
去
年
よ
り
相
勤
、

平賀源内の伊豆来訪を伝える「鈴木家文書」
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殊
ニ
無
調
法
者
共
ニ
而

名
代
斗
り
古
来
之
義
ハ
一
向
存
不

申
御
請
印
仕
差
上
申
候
得
共
、
古
来
よ
り
村
湯
ニ
紛
無
御

座
候
段
奉
御
願
上
候
所
ニ
、
最
早
平
賀
源
内
様
御
内
見
ニ

も
入
候
儀
、
殊
ニ
彦
右
衛
門
ハ
手
前
湯
と
申
、
名
主
百
姓

代
迄
印
形
仕
候
て
彼
是
申
候
ハ
不
埒
、
御
大
切
成
ル
御
用

先
キ
ニ
向
御
差
支
ニ
も
相
成
り
候
間
、
組
頭
印
形
を
も
相

済
候
而

相
願
候
筋
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
来
春
ニ
も
至
り
相
願

可
申
段
被
仰
渡
候
ニ
付
、
御
尤
至
極
と
奉
存
無
滞
組
頭
印

形
を
も
仕
差
上
申
候
、
尤
何
れ
之
湯
と
申
候
而

も
御
用
之

儀
ニ
御
座
候
得
ハ
、少
も
相
滞
り
申
義
ハ
無
御
座
候
得
共
、

古
来
よ
り
村
湯
ニ
紛
無
之
、
殊
ニ
彦
右
衛
門
先
祖
徳
入
と

申
者
湯
場
へ
普
請
仕
候
節
、
村
方
へ
取
置
申
候
慥
成
ル
書

印
候
証
拠
も
御
座
候
所
ニ
、
彦
右
衛
門
分
と
名
主
百
性

（
マ
マ
）

代

申
上
候
ハ
重
々
無
調
法
成
ル
儀
申
上
候
ニ
付
、
村
方
合
点

不
仕
御
地
頭
所
迄
も
申
訳
無
之
、
何
共
右
両
人
難
義
至
極

仕
候
ニ
付
、
何
卒
御
慈
悲
を
以
村
分
御
請
書
ニ
御
引
替
成

し
被
下
候
様
ニ
偏
ニ
奉
御
願
上
候
、
以
上

上
船
原
村　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

宝
暦
十
二
年 

名
主　
　

源
右
衛
門　
　
　

印

　
　
　
　
　
　
　

午
正
月 

組
頭　
　

五
兵
衛　
　
　
　

印

　

 

百
姓
代　

平
右
衛
門　
　
　

印

 

長
百
姓　

次
郎
左
衛
門　
　

印

　
　

江
川
太
郎
左
衛
門
樣

　
　
　
　
　
　

韮
山
御
役
所

右
ニ
付
、
其
翌
年
正
月
韮
山
御
役
所
へ
次
郎
左
衛
門
御
願

ニ
罷
上
り
、
漸
々
願
下
ケ
彦
右
衛
門
よ
り
も
其
趣
書
付
取

置
申
候

﹇
鈴
木
―
第
七
号
﹈

（
端
裏
書
）
差
書

（
カ
）

下
書

（
本
文
）

　
　
　
　

差
上
申
一
札
之
事

一
、
当
村
彦
右
衛
門
田
畑
之
内
、
温
泉
之
儀
先
達
而

御
尋
之

節
彦
右
衛
門
壱
人
之
所
持
ニ
候
段
申
上
候
所
、
其
後
疾
与

相
糺
候
所
、
右
湯
場
之
儀
ハ
村
中
惣
持
ニ
候
間
、
先
御
尋

書
惣
百
姓
持
之
積
御
引
替
被
下
候
様
ニ
此
度
奉
願
上
候

処
、
如
何
之
訳
ニ
而

、
先
達
而

ハ
彦
右
衛
門
壱
人
之
所
持
之

積
申
之
、
今
更
惣
持
与

申
義
証
拠
等
有
之
哉

右
書
付
之
趣
者

先
達
而

平
賀
源
内
殿
江
戸
表
江

御
持
参
被
成

候
義
ニ
而

、
且
今
ニ
至
不
束
成
義
申
上
、
不
埒
之
旨
御
吟

味
ニ
御
座
候

此
儀
先
達
而

御
尋
之
節
者

、
不
取
合
彦
右
衛
門
壱
人
之

持
湯
之
積
書
付
差
上
候
得
共
、
村
中
百
姓
共
之
内
、

湯
場
之
義
ハ
村
中
惣
持
之
積
覚
候
段
申
者
有
之
ニ

付
、
書
物
等
吟
味
仕
候
所
、
地
所
之
儀
ハ
彦
右
衛
門

持
分
ニ
候
得
共
、
湯
場
之
義
者

惣
村
支
配
之
積
、
彦

右
衛
門
先
祖
徳
入
と
申
者
村
中
江

差
出
候
書
附
等
有

之
相
違
無
御
座
候
、
右
之
通
委
細
吟
味
不
仕
、
先
達

而
者

麁
怱
之
儀
申
上
無
調
法
仕
候
、
何
分
右
之
段
御
用

捨
前
書
之
通
奉
願
上
候

一
、
右
湯
場
村
中
惣
持
与

申
儀
者

、
湯
坪
斗
之
儀
候
哉
、
又
ハ

湯
坪
覆
内
之
義
候
哉
御
尋
ニ
御
座
候
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此
儀
湯
坪
并

弐
間
三
間
之
湯
小
屋
覆
内
者

村
中
支
配
ニ

而

御
座
候
、
右
湯
小
屋
外
之
分
者

彦
右
衛
門
所
持
之
地

所
ニ
御
座
候

一
、
右
彦
右
衛
門
住
居
致
候
地
所
反
別
者

何
程
ニ
候
哉
、
御

水
帳
其
屋
敷
請
ニ
候
哉
、
田
畑
請
ニ
候
哉
御
尋
ニ
御
座
候

此
儀
屋
敷
請
ニ
者

無
之
田
畑
請
ニ
而

、下
田
壱
反
弐
畝
歩
、

下
畑
壱
畝
拾
五
歩
彦
右
衛
門
御
縄
請
之
地
所
ニ
而

有
之

候
所
、
温
泉
有
之
ニ
付
正
徳
年
中
ニ
彦
右
衛
門
家
作
致

住
居
仕
候

　

宝
暦
十
二
年　
　

間
部
玄
蕃
知
行
所

　
　
　

午

正
月　
　
　
　
　

上
船
原
村

 
名
主　
　

源
右
衛
門　

印

 

組
頭　
　

五
兵
衛　
　

印

 

百
姓
代　

平
右
衛
門　

印

　
　
　

江
川
太
郎
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　

御
役
所

右
村
役
人
御
吟
味
ニ
付
申
上
通
相
違
無
御
座
候
、
依
之
奥
印

仕
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓

 

　

彦
右
衛
門　

印

右
之
相
認
差
上
申
候
下
書

　
　
　

午
正
月
十
九
日 

右
惣
代
願
人　
　
　
　
　

　

 

次
郎
左
衛
門　

印

﹇
鈴
木
―
第
八
号
﹈

　
　
　
　

差
上
申
一
札
之
事

一
、
当
村
彦
右
衛
門
田
畑
之
内
、
温
泉
之
儀
先
達
而

御
尋
之

節
彦
右
衛
門
壱
人
之
所
持
ニ
候
段
申
上
所
、
其
後
疾
与

相

糺
候
所
、
右
湯
之
儀
者

村
中
惣
持
ニ
候
間
、
先
御
尋
書
惣

百
姓
持
之
積
御
引
替
被
下
候
様
ニ
此
度
奉
願
上
候
処
、
如

何
之
訳
ニ
而

、
先
達
而
者

彦
右
衛
門
壱
人
之
所
持
之
積
申
之
、

今
更
惣
持
与

申
儀
証
拠
等
有
之
哉
、
右
書
附
之
趣
者

先
達
而

平
賀
源
内
殿
江
戸
表
江

御
持
参
被
成
候
儀
ニ
而

、
且
今
ニ
至

不
束
成
儀
申
上
、
不
埒
之
旨
御
吟
味
ニ
御
座
候

此
儀
者

先
達
而

御
尋
之
節
者

、
不
取
合
彦
右
衛
門
壱
人

之
持
湯
之
積
書
付
差
上
候
得
共
、村
中
百
姓
共
之
内
、

湯
場
之
儀
ハ
村
中
惣
持
之
積
覚
候
段
申
者
有
之
ニ

付
、
書
物
等
吟
味
仕
候
処
、
地
所
之
儀
者

彦
右
衛
門

持
分
ニ
候
得
共
、
湯
場
之
儀
者

惣
村
支
配
之
積
、
彦

右
衛
門
先
祖
徳
入
と
申
者
村
中
江

差
出
候
書
附
等
有

之
相
違
無
御
座
候
、
右
之
通
委
細
吟
味
不
仕
、
先
達

而
者

麁
怱
之
儀
申
上
無
調
法
仕
候
、
何
分
右
之
段
御
用

捨
前
書
之
通
奉
願
上
候

一
、
右
湯
場
村
中
惣
持
与

申
儀
者

、
湯
坪
斗
之
儀
候
哉
、
又
ハ

湯
坪
覆
内
之
義
候
哉
御
尋
ニ
御
座
候

此
義
湯
坪
并

弐
間
三
間
之
湯
小
屋
覆
内
ハ
村
中
支
配

ニ
而

御
座
候
、
右
湯
小
屋
外
之
分
者

彦
右
衛
門
所
持
之

地
所
ニ
御
座
候

一
、
右
彦
右
衛
門
住
居
致
候
地
所
反
別
者

何
程
ニ
候
哉
、
御

水
帳
者

屋
敷
請
ニ
候
哉
、
田
畑
請
ニ
候
哉
御
尋
ニ
御
座
候
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此
儀
屋
鋪
請
ニ
者

無
之
、
田
畑
請
ニ
而

、
下
田
壱
反
弐

畝
歩
、
下
畑
壱
畝
拾
五
歩
彦
右
衛
門
御
縄
請
之
地
所

ニ
而

有
之
候
所
、
温
泉
有
之
ニ
付
正
徳
年
中
ニ
彦
右

衛
門
家
作
致
住
居
仕
候

間
部
玄
蕃
知
行
所　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

午

正
月 

上
船
原
村　
　
　
　
　
　
　

 

名
主　
　

源
右
衛
門　

印

　
　
　

江
川
太
郎
左
衛
門
様 

組
頭　
　

五
兵
衛　
　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
所 

百
姓
代　

平
右
衛
門　

印

右
村
役
人
御
吟
味
ニ
付
申
上
通
相
違
無
御
座
候
、
依
之
奥
印

仕
候
、
以
上

百
姓　
　
　
　
　
　
　

彦
右
衛
門　

印

﹇
鈴
木
―
第
九
号
﹈
ほ
ぼ
、
同
文
面
ア
リ

　
　
　
　
　

乍
恐
書
附
を
以
奉
願
上
候

一
、
当
村
彦
右
衛
門
田
畑
之
内
ニ
温
泉
有
之
、
右
湯
場
近
所

よ
り
芒
消
出
、
先
達
而

御
製
法
被
成
其
節
右
湯
場
之
儀
村

中
持
ニ
候
哉
、彦
右
衛
門
壱
人
之
所
持
ニ
候
哉
御
尋
ニ
付
、

彦
右
衛
門
壱
人
所
持
候
段
名
主
、
組
頭
、
百
姓
代
書
附
差

上
候
処
、
其
後
前
々
書
物
等
相
糺
候
所
、
彦
右
衛
門
所
持

之
田
畑
之
内
ニ
ハ
候
得
共
、
湯
場
之
儀
ハ
村
中
洗
足
湯
と

申
、
惣
百
姓
支
配
致
来
り
、
彦
右
衛
門
壱
人
之
所
持
ニ
而
者

無
御
座
候
、
先
達
而

ハ
差
掛
り
候
御
尋
ニ
付
右
之
通
申
上

無
調
法
仕
候
、
依
之
其
節
之
御
尋
書
、
湯
場
之
儀
ハ
村
中

惣
持
之
積
り
被
成
、
御
引
替
被
下
候
様
ニ
奉
願
上
候
、
以

上

　
　
　
　
　
　

間
部
玄
蕃
知
行
所
上
舟
原
村

　
　

宝
暦
十
二
年
午

正
月 

名
主　
　

源
右
衛
門　
　

 

組
頭　
　

五
兵
衛　
　
　

 
 

　
　
　
　

百
姓
代　

平
右
衛
門　
　

 

百
姓　
　

彦
右
衛
門　

印

　
　

江
川
太
郎
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
所

﹇
鈴
木
―
第
十
号
﹈

（
端
裏
）
差
上
申
候
下
書

（
本
文
）

  　
　
　
　

乍
恐
差
上
申
一
札
之
事

一
、
去
暮
御
尋
御
座
候
湯
場
之
義
、
湯
坪
ハ
不
及
申
湯
屋
敷

迄
も
古
来
よ
り
村
分
ニ
御
座
候
所
ニ
、
我
等
前
々
之
儀
ハ

存
不
申
故
、手
前
所
持
と
申
上
候
義
無
調
法
ニ
御
座
候
間
、

此
段
御
免
被
下
候
様
ニ
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　

宝
暦
十
弐
年　
　
　
　
　

上
舟
原
村

　
　
　
　
　
　

午
正
月 

百
姓　

彦
右
衛
門　

印

　
　
　

 

江
川
太
郎
左
衛
門
様
御
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
木
直
左
衛
門
様

﹇
鈴
木
―
第
十
一
号
﹈

　
　
　
　

差
上
申
一
札
之
事

一
、
村
中
惣
持
之
湯
場
ニ
而

芒
消
御
薬
種
御
用
ニ
付
、
御
役
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人
衆
中
様
御
越
被
遊
候
ニ
付
、
人
馬
等
ハ
不
申
及
ニ
諸
入

用
相
掛
り
候
共
、少
も
無
違
背
急
度
差
出
し
相
勤
可
申
候
、

尤
右
御
薬
御
用
ニ
差
上
徳
用
等
も
有
之
候
者

村
中
惣
割
ニ

可
仕
候
、
為
後
日
加
判
仕
一
札
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　

豆
州
田
方
郡
上
船
原
村　

　
　

宝
暦
十
弐
年　
　
　
　
　
　
　
　

平
右
衛
門　
　
　

印

　
　
　
　
　

午
ノ
閏
四
月　
　
　
　
　

久
右
衛
門　
　
　

印

惣
右
衛
門　
　
　

印

七
左
衛
門　
　
　

印

長
兵
衛　
　
　
　

印

次
兵
衛　
　
　
　

印

源
右
衛
門　
　
　

印

伊
兵
衛　
　
　
　

印

仙
右
衛
門　
　
　

印

惣
兵
衛　
　
　
　

印

利
兵
衛　
　
　
　

印

弥
惣
右
衛
門　
　

印

五
郎
右
衛
門
内　
　

善
左
衛
門　
　
　

印

作
兵
衛　
　
　
　

印

善
三
郎　
　
　
　

印

伝
兵
衛　
　
　
　

印

平
右
衛
門　
　
　
　

後
家　
　

印

六
右
衛
門　
　
　

印

清
八　
　
　
　
　

印

勘
四
郎　
　
　
　

印

又
右
衛
門　
　
　

印

重
右
衛
門　
　
　

印

平
三
郎　
　
　
　

印

権
三
郎　
　
　
　

印

長　

七　
　
　
　
　

五
兵
衛　
　
　
　

印

三
郎
右
衛
門　
　

印

次
五
右
衛
門　
　
　

吉
兵
衛　
　
　
　

印

六
兵
衛　
　
　
　

印

勘
左
衛
門　
　
　

印

仁
右
衛
門　
　
　

印

平
兵
衛　
　
　
　

印

惣
左
衛
門　
　
　

印

又
左
衛
門　
　
　

印

尚
右
衛
門　
　
　

印

長　

助　
　
　
　

印

長
左
衛
門　
　
　

印

庄
左
衛
門　
　
　

印

彦
左
衛
門　
　
　

印

彦
右
衛
門　
　
　

印

覚
右
衛
門　
　
　
　

半
兵
衛　
　
　
　

印

善
兵
衛　
　
　
　
　

後
家　
　
　

印
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傳
右
衛
門　
　
　

印

茂
兵
衛　
　
　
　

印

弥
右
衛
門　
　
　

印

新
田
惣
代　

弥
左
衛
門　
　
　

印

同
断　

三
郎
兵
衛　
　
　

印

同
断　

半
左
衛
門　
　
　

印

御
名
主
次
郎
左
衛
門
殿　
　
　
　
　
　
　
　

﹇
鈴
木
―
第
十
二
号
﹈
ほ
ぼ
、
同
文
面
（
印
な
し
）
ア
リ

　
　
　
　
　

芒
消
製
法
伝
授
之
事

一
、
此
度
当
村
江

御
出
被
下
、
芒
消
之
致
方
一
通
七
人
之
者

共
江

御
伝
授
被
下
、
畑
地
作
り
様
之
趣
迄
委
細
得
心
仕
候
、

然
ル
上
ハ
当
八
月
よ
り
製
法
場
所
相
仕
立
、
弥
以
出
情
仕

御
伝
授
之
通
製
法
可
仕
候
、
芒
消
出
来
次
第
早
速
為
御
知

御
案
内
可
申
入
候
、
為
念
一
札
仍
如
此
御
座
候
、
以
上

　

上
舟
原
村　
　
　
　
　
　
　
　

名
主　

次
郎
左
衛
門　

印

年
寄　

源
右
衛
門　
　

印

同　
　

長
左
衛
門　
　

印

同　
　

伊
兵
衛　
　
　

印

同　
　

五
兵
衛　
　
　

印

同　
　

平
右
衛
門　
　

印

同
田
畑
持
主　
　
　
　
　

　

宝
暦
十
二
年
壬午

五
月
廿
三
日　
　
　

彦
右
衛
門　
　

印

　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
元
雄
老　
　
　
　

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
当
秋
よ
り
致
出
情
候
様
ニ
可
申
付

候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間
部
玄
蕃
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
直
左
衛
門

﹇
鈴
木
―
第
十
三
号
﹈

　
　
　
　

差
上
申
一
札
之
事

一
、
今
度
芒
消
出
生
仕
候
ニ
付
、
田
村
元
雄
様
御
見
分
上
、

名
主
組
頭
百
姓
代
製
法
之
御
伝
授
被
遊
、
猶
又
普
請
等
迄

被
仰
付
八
月
よ
り
取
掛
可
申
候
、
尤
右
人
数
之
内
不
寄
何

事
ニ
違
論
口
論
無
之
様
ニ
急
度
相
慎
、
御
普
請
出
来
仕
芒

消
取
立
差
上
可
申
候
、
依
而

一
札
差
上
申
候
、
以
上

上
船
原
村　
　
　
　
　
　
　

　
　

宝
暦
十
二
年 

彦
右
衛
門　
　

印

　
　
　
　
　

午
六
月 

長
左
衛
門　
　

印

 

伊
兵
衛　
　
　

印

 

五
兵
衛　
　
　

印

 

平
右
衛
門　
　

印

 

源
右
衛
門　
　

印

 

次
郎
左
衛
門　

印

　
　
　
　

田
直
左
衛
門
様

﹇
鈴
木
―
第
十
四
号
﹈

　
　
　
　

書
上
申
芒
消
畑
屋
鋪
之
事

一
、
下
田
壱
反
弐
畝
歩

　
　
　
　

内
六
畝
歩　
　

芒
消
畑
潰
地

　
　
　
　

残
六
畝
歩　
　

生
地
之
分
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右
者

去
ル
未
ノ
秋
、田
川
宗
治
様
、塩
谷
平
蔵
様
御
見
分
之
上
、

右
芒
消
畑
潰
地
為
御
引
替
地
生
地
無
年
貢
ニ
成
被
下
候
、
尤

彦
右
衛
門
居
屋
敷
通
り
者

下
畑
壱
畝
拾
五
歩
御
年
貢
御
上
納

相
勤
申
候
、
此
度
御
改
ニ
付
書
上
申
所
依
而

如
件

　
　
　
　
　
　
　
　

豆
州
上
舟
原
村　
　
　
　
　

 

地
主　

彦
右
衛
門

　
　

明
和
三
年

　
　
　
　

戌
四
月

前
書
之
通
相
違
無
御
座
候
ニ
付
、
奥
印
仕
差
上
申
候
、
以
上

 

百
姓
代　
　

惣
右
衛
門　

 
組
頭　
　
　

市
右
衛
門　

 
同
断　
　
　

弥
惣
右
衛
門

 

名
主　
　
　

次
郎
左
衛
門

　

瀧
田
喜
兵
衛　

様

　

金
子
左
治
馬　

様

　

亀
井
金
右
衛
門
様

　

塩
谷
平
蔵　
　

様

﹇
鈴
木
―
第
十
五
号
﹈

舟
原
村
芒
消
、
近
頃
吹
出
シ
無
甲
斐
候
段
田
村
元
雄
様
江

相

届
候
ニ
付
、　　

殿
様
よ
り
御
勘
定
奉
行
伊
奈
備
前
守
様
江

其

段
御
掛
合
被
成
候
様
、
備
前
守
様
よ
り
元
雄
様
江

御
談
被
成
、

元
雄
様
方
ニ
而

一
式
御
引
請
、
芒
消
場
所
手
入
有
之
、
村
方

一
向
物
入
無
之
様
御
普
請
有
之
候
之
筈
ニ
候
間
、
其
分
可
被

相
心
得
候
、
猶
御
取
掛
り
之
節
者

又
々
可
申
遣
候
、
以
上

 

亀
井
金
右
衛
門

　

五
月
五
日 

金
子
左
治
馬　

 

瀧
田
喜
蔵　
　

　
　
　
　

塩
谷
平
蔵
殿

　
　
　
　

上
船
原
村

　
　
　
　
　

名
主

　
　
　
　
　
　

次
郎
左
衛
門
殿

﹇
鈴
木
―
第
十
六
号
﹈（
図
４
〜
10
）

芒
消
製
法
伝
授
之
事

一
、八
九
月
之
頃
ニ
至
り
地
面
ニ
自
然
と
霜
之
形
之
如
く
吹

キ
出
ス
、是
を
払
ひ
取
り
て
其
侭
な
る
者
此
を
朴ぼ

く
し
ゃ
う消

と
云
、

一
説
ニ
一
煎
す
る
者
を
朴
消
と
云
ハ
非
な
り
、
長
崎
ニ
て

此
を
呼
て
灰
手
の
芒
消
と
云
な
り

一
、
朴
消
を
採
り
て
澄
桶
の
内
へ
入
れ
て
熱
水
を
以
て
上
よ

り
淋
て
汁
を
か
す
め
取
り
、
鍋な

へ

の
内
ニ
入
れ
て
煎
し
つ
め

る
な
り
、
三
分
の
一
を
取
り
器

う
つ
わ
も
の

ニ
入
れ
て
一
夜
置
く
時

ハ
、
水
の
中
ニ
氷
の
如
く
細
く
凝
り
て
芒
消
出
来
る
也
、

細
く
芒の

ぎ

の
如
く
ニ
長
し
、
故
ニ
此
を
芒
消
と
云
へ
り

一
、一
法
に
淋シ

ダ
ル

汁シ
ル

を
取
り
て
煎
し
て
桶
の
内
ニ
入
置
ク

、
水
澄ス

ン
デ

て
下
の
滓か

す

を
去
り
て
、
其
内
へ
蘿だ

い
こ
ん蔔

を
薄
く
切
り
て
鍋
の

内
ニ
入
れ
て
、
芒
消
の
水
に
て
能
く
煎
し
、
熟
し
て
大
根

を
取
り
出
し
捨ス

ツ

る
な
り
、
大オ

ヽ
ヨ
ソ卒

水
三
升
ニ
大
根
一
二
本
位

入
る
ヽ
也
、
夫
よ
り
三
割
ニ
煎
し
結つ

め
、
一
夜
寒
所
ニ
置

く
時
ハ
皆
凝
り
て
芒
消
と
成
る
也
、
如
此
製
す
る
時
ハ
、

悪
敷
塩
味
去
り
て
味あ

し

薄
く
成
る
也
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一
、
芒
消
地
面
拵
方
之
義
ハ
、
上
へ
屋
根
蓋を

ゝ
ひ

を
作
り
雨
の
入

ら
さ
る
様
ニ
作
る
事
第
一
な
り
、
地
面
之
義
ハ
下シ

タ
ビ
ク卑

ニ
拵

へ
上
よ
り
下
へ
水ゆ

を
廻ま

わ

し
、右
の
屋
根
の
内
を
通
す
へ
し
、

寒
気
盛
ニ
な
る
時
ハ
早
朝
ニ
悉
く
霜
の
如
く
ニ
浮
キ
上
ル

な
り
、
是
を
へ
ら
に
て
け
づ
り
採
り
て
桶
の
内
へ
た
く
わ

へ
置
キ
、
一
同
ニ
取
り
起ヲ

コ

し
て
桶
の
中
へ
入
れ
て
熱
湯
に

て
下
へ
芒
消
水
を
引
き
取
る
へ
し
、
夫
よ
り
法
の
如
く
煎

す
る
也

一
、
澄
桶
拵
様
之
義
ハ
、
先
ツ
桶
の
下
へ
飲
ミ
口
を
附
て
下

ニ
ハ
垂タ

レ

桶ヲ
ケ

を
用
意
致
し
置
く
へ
し
、
桶
之
内
ニ
ハ
籾も

ミ

糠ぬ
か

を

厚
サ

二
寸
位
平
に
鋪し

き

、
其
内
へ
芒
消
の
け
つ
り
土
を
入
れ

て
其
上
よ
り
熱あ

つ
ゆ湯

を
掛
る
な
り
、
其
時
に
至
り
て
下
の
飲

口
よ
り
濁に

ご
り

水
下
る
也
、
是
を
芒
消
の
実た

ね

水
と
云
な
り

一
、
扨
又
桶
の
内
ニ
凝こ

り

た
る
芒
消
、
取
り
出
し
見
る
時
に
、

色
少
々
赤
く
う
る
む
事
も
あ
り
、
此
時
に
至
り
白
色
ニ
致

す
事
、
別
に
法
有
り
、
先
ツ
盆
の
内
に
冷
灰
を
鋪
き
、
其

上
に
紙
を
攤

を
し
ひ
ろ

け
て
芒
消
を
上
に
置
き
、
霧
の
如
く
細
か

な
る
冷さ

ミ
つ水

を
散ふ

り
く
だ降

し
暫

シ
バ
ラ
ク

置
く
時
ハ
、
芒
消
の
色
、
即
時

ニ
変
し
て
皆
白
色
と
な
る
な
り

一
、
芒
消
薬く

す
り
や肆

に
て
百
六
十
目
一
斤
也
、
此
物
第
一
風
に
中あ

た

る
事
を
禁
す
へ
し
、
た
く
わ
へ
置
時
、
或
ハ

諸
方
へ
遣
す

時
者

蜜め
ば
り封

し
て
気
の
ぬ
け
ざ
る
様
ニ
致
す
事
肝
要
也

一
、
川セ

ン
シ
ヤ
ウ消

、
塩エ

ン
シ
ヤ
ウ消

、
土ド

シ
ャ
ウ消

　
　
　

以
上
ハ
産
所
ニ
因
而

名
と
す

一
、
盆ボ

ン
シ
ヤ
ウ消

、
馬バ

ゲ
シ
ャ
ウ

牙
消
、
英エ

イ
シ
ヤ
ウ消

　
　
　

以
上
ハ
形
に
因
而

名
と
す

一
、
甜テ

ン
シ
ヤ
ウ消

、
風フ

ウ
ク
ワ
シ
ヤ
ウ

化
消
、
玄ゲ

ン

明メ
イ
フ
ン粉

　
　
　

以
上
ハ
製
法
に
因
而

名
と
す
、
其
詳
事
ハ
此
に
略
す

宝
暦
十
二
壬午

年
五
月
廿
三
日

田
村
元
雄
謹
記
（
印
）

豆
州
田
方
郡
上
船
原
村
農
長

﹇
鈴
木
―
第
十
七
号
﹈

（
封
筒
裏
）

江
戸
神
田
紺
屋
丁
（
図
11
〜
12
）

田
村
元
雄

（
封
筒
表
）

豆
州
上
舟
原
村
ニ
而

　

次
郎
左
衛
門
殿

　

源
右
衛
門
殿

　

彦
右
衛
門
殿

（
本
文
）

以
手
紙
申
述
候
、
先
以
其
御
地
皆
々
御
替
も
無
御
坐
珍
重
之

御
事
存
候
、
然
ハ
五
月
中
ハ
其
御
地
へ
参
候
而
彼
是
御
心
世

話
ニ
相
成
り
忝
存
候
、
首
尾
能
江
戸
着
も
仕
候
ニ
付
以
手
紙

御
礼
申
述
候
、
弥
以
当
月
末
よ
り
芒
消
製
法
御
取
掛
之
段
も

可
有
御
坐
と
存
候
、
弥
出
来
仕
候
ハ
ヽ
艸
々
為
御
知
も
被
成

候
、
其
趣　
　

御
上
江

も
申
上
候
事
ニ
御
坐
候
得
□

（
虫
損
）

、
御
左
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右
相
待
居
り
申
候
、
右
様
ニ
御
心
得
可
被
成
、
以
上

　

八
月
十
一
日

猶

く
、
御
連
中
へ
ハ
一
々
ニ
ハ
御
各
書
不
申
候
間
、
何
分

く
冝
鋪

く
御
伝
書
奉
頼
入
候
、
以
上

 

田
村
元
雄

 

坂
登
（
花
押
）

　

次
郎
左
衛
門
殿

　

源
右
衛
門
殿

　

彦
右
衛
門
殿
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図１　平賀源内の伊豆船原来訪を伝える鈴木家の「御用留」（２－１）

平賀源内の伊豆来訪を伝える「鈴木家文書」
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図２　平賀源内の伊豆船原来訪を伝える鈴木家の「御用留」（２－２）

平賀源内の伊豆来訪を伝える「鈴木家文書」
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図３　田村藍水の伊豆船原来訪を伝える鈴木家の「御用留」

平賀源内の伊豆来訪を伝える「鈴木家文書」
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図４　「芒消
製法伝授之
事」（７－１）

図５　「芒消製法伝授之事」（７－２）

図６　「芒消製法伝授之事」（７－３）

平賀源内の伊豆来訪を伝える「鈴木家文書」
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図７　「芒消製法伝授之事」（７－４）

図８　「芒消製法伝授之事」（７－５）

平賀源内の伊豆来訪を伝える「鈴木家文書」
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図９　「芒消製法伝授之事」（７－６）

図10　「芒消製法伝授之事」（７－７）

平賀源内の伊豆来訪を伝える「鈴木家文書」



総合文化研究第 21 巻第 1号（2015.6） ― 39（22）―

図11　「田村元雄の書簡」（２－１）

図12　「田村元雄の書簡」（２－２）

平賀源内の伊豆来訪を伝える「鈴木家文書」


